
M
モ
デ
ル
で
一
元
管
理
さ
れ

た
多
く
の
属
性
デ
!
タ
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
実
際
の
業

務
を
想
定
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施

可
能
だ
。
今
回
は
、
実
際
の
維
持
管

理
業
務
に
対
す
る
C
I
M
モ一

デ
ル
の
有
効
性
を
検
証
す
る

た
め
、
将
来
、
躯
体
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
ひ
び
割
れ
が
発
生

し
た
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
l
シ一

ョ
ン
を
実
施
。
さ
ま
ざ
ま
な
一

設
計
・
施
工
デ
i
タ
を
活
用
一

し
て
、
ひ
び
割
れ
の
発
生
原
一

因
を
特
定
す
る
と
と
も
に
、

補
修
計
画
の
策
定
な
ど
の
一

連
の
業
務
を
仮
想
的
に
実
施

し
、
維
持
管
理
業
務
に
対
す

る
C
I
M
モ
デ
ル
の
有
効
性

が
確
認
で
き
た
D
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3.毎日
6.中日
9 伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

実
現
場
で
C
I
M
モ
デ
ル

前
田
建
設
導
入
効
果
や
有
効
性
確
認

前
田
建
設
は
お
日
、

3
D

モ
デ
ル
や
各
種
デ
l
タ
を
最

適
に
組
み
合
わ
せ
た
「
C
I

M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

.
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・

モ
デ
リ
ン
グ
)
モ
デ
ル
」
を
、

実
現
場
で
試
行
的
に
構
築
し

十
だ
と
発
表
し
た
。
複
雑
な
構

造
物
の
可
視
化
に
よ
り
、
関

係
者
間
の
意
思
統
一
と
施
工

の
効
率
化
が
図
れ
る
と
と
も

一
に
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
般

の
情
報
を
付
与
す
る
こ
と
で

一
維
持
管
理
業
務
に
も
有
効
性

一
を
発
揮
す
る
。
今
後
も
実
現

場
へ
の
C
I
M導
入
を
推
進

し
、
誰
で
も
容
易
に
使
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
の
効
率
化

に
寄
与
で
き
る
実
用
的
な
C

I
M
の
開
発
を
進
め
る
。

現
場
は
、
国
土
交
通
省
関

東
地
方
整
備
局
発
注
の
「
矢

切
函
渠
そ
の
9
工
事
」
D

延

長
約
2
5
0
Mの
区
間
に
、

掘
割
ス
リ
ッ
ト
構
造
の
ボ
ッ

ク
ス
カ
ル
パ
!
ト
を
築
造
す

る
。
上
流
か
ら
下
流
ま
で
一

連
の
情
報
を
付
与
し
た
C
I

M
モ
デ
ル
を
現
場
の
実
用
レ

ベ
ル
で
構
築
す
る
希
望
型
C

ヒ
I
M試
行
工
事
に

樹
指
定
さ
れ
て
い

可

る
D

持
前
田
建
設
は
、

造
中
央
復
建
コ
ン
サ

持
ル
タ
ン
ツ
と
の
共

秒
間
研
究
の
一
環
と

複
し
て
、

c
I
M
モ

仏
デ
ル
の
試
行
・
運

作
用
を
実
施
し
た
。

諜

構

築

し

た
C
I

枇一

M
モ
デ
ル
は
、
現

明
日
場
全
体
や
構
造
物

-
一
の
詳
細
な
ど
を
3

タ
次
元
化
し
た
3
D

ル
モ
デ
ル
を
べ

i
ス十

プ
に
、
多
く
の
施
工

心
デ
!
タ
や
帳
票

類
、
工
事
写
真
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
属
性
情
報

で
構
成
口
周
辺
地
形
や
躯
体

構
造
物
、
仮
設
構
造
物
を
3

次
元
化
し
た
「
全
体
モ
デ
ル
」

と
、
属
性
(
コ
ン
ク
リ
ー
ト

強
度
や
鉄
筋
種
別
、
打
設
日

な
ど
の
文
字
デ
!
タ
)
が
付

与
さ
れ
た
施
工
ブ
ロ
ッ
ク
別

の
「
詳
細
モ
デ
ル
」
に
分
か

れ
る
。前
田
建
設
は
C
I
M
モ
デ

p3 タ)

2.朝日
5.岐車
8.静岡
11.建通
14信濃毎日

ル
の
導
入
に
よ
っ
て
、
全
体

モ
デ
ル
で
の
施
工
手
順
の
把

握
と
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
、
詳
細

モ
デ
ル
に
よ
る
情
報
の
二
万

化
な
ど
の
効
果
を
確
認
し

た。

3
D
モ
デ
ル
デ
ー
タ
を

用
い
て
3
Dプ
リ
ン
タ
ー
で

製
作
し
た
3
次
元
模
型
に
よ

り
、
複
雑
な
構
造
物
を
可
視
一

化
し
、
関
係
者
の
意
思
統
一
一

に
効
果
を
発
揮
し
た
。

c
I

【建設ICT】

1.日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
13建設通信
⑬建設工業
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